
2015 年度 レース委員会議事録  
NPO 法人  葉山ヨットクラブ  
日時： 2015 年 11 月 28 日  10： 00～ 14： 00  
場所：葉山港管理事務所  クラブルーム  
出席：犬飼一通、真野泰人、田口藤孝（記）  
 
１．次年度レース予定およびコミッテイローテーションについて  
 次年度レースの日程は、周辺地域のイベント、年中行事、HYMC 等他のク
ラブレースの予定を考慮し、且つ、レース間隔を考慮して案を作成した。  
 なお、来年のレース日程は、現段階で未定の大きなヨットレースと重なっ

た場合、できる限り早めに日程を調整し、メンバーが他のレースに出場し易

いよう調整する。  
 又、コミッティーの順番は、 2010～ 2015 までの実績を整理し、負担が平
均化するようローテーションを検討し、来年度からの新たな順番を決定し、

常時出場するにより艇により担当するように約 2 年間の順番票を作成した。   
都合によるコミッティーの交代は、原則としてコミッティー同士でのトレ

ードとすることを再確認した。  
 
２． HP 掲載のレース関連資料の見直し（ 2016 年度レーススケジュール等） 
 現行のファイルはすべて日付が 2012 年なので、 2016 年に直した。  
⇒添付参照  ⇒三人で確認し OK なら、 HP 更新依頼。  
 
３．レース委員の追加募集について  
 レース委員会のレース委員は７～８名指名されているが、実態として委員

会開催を宣言するも、常時３名（犬飼、真野、田口）しか出席せず、委員会

として機能していない、 3 人では負担が大きく、実動・実務が期待できる委
員を追加すべき状態である。  
 葉山ヨットクラブ定款施行規則の第 4 条により、レース委員はレース委員
長が委嘱できることとなっている。一方で、委員の任期は、理事の任期と整

合する必要がるので、現（幽霊）委員に加え、新たな委員を募集することと

した。募集は、現委員が個別にあたることとする。  
次回の理事交代時には、次会の理事の任期満了時に一新する予定とする。  

 
４．年間成績の扱い  
 ・小網代回航レースの結果は、タイムリミット設定のミ等より結果が異常

（ 21 艇中４艇のみフィニッシュ）な状態であり、このレースを年間成績に含
めるかどうかの意見があるが、そのまま年間成績の一つとして取り入れる。  
 ・捨てレースは、年間レースがフルに開催された場合、2 レースであるが、
今年は 1 レース不成立だったので、ルール通り、捨てレースは、１レースと
する。  
 ⇒通常通り、年間成績を計算する。  
 
５．固定 TCF に関する係数の扱い  



・船齢は、船舶検査に準拠するため、月毎に申請可能とする。  
 レース前に船検証の提示により確認することとする。  
 ・スピン有無の係数の取り扱いについては、来年のレースより、人員やス

キル不足による不使用に拘わらず、装備の有無として取り扱う。  
 
６．理事会で決定したレース委員会が管理する事務所備品（プリンターイン

クと各種用紙）について確認するとともに、未渡しの副賞のグラスの整理を

した。  
 
     以上  


